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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 81,905 ― 10,919 ― 12,260 ― 6,876 ―

20年3月期第1四半期 85,629 7.4 11,285 20.2 12,349 21.4 6,720 27.0

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 38.39 ―

20年3月期第1四半期 36.64 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 337,370 215,855 60.3 1,136.59
20年3月期 325,798 203,516 59.1 1,073.64

（参考） 自己資本   21年3月期第1四半期  203,554百万円 20年3月期  192,385百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 15.00 ― 15.00 30.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― 18.00 ― 18.00 36.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 174,000 1.8 21,600 2.1 23,300 2.1 14,700 0.9 82.06
通期 365,000 3.0 49,300 5.9 52,400 7.2 32,500 9.3 181.42

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  無  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注) 詳細は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他をご覧下さい。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 (1) 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第１２号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準 
   適用指針第１４号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  
  
 (2) 当業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、為替等のリスクや不確実性を含んでおります。実際の業績は、 
   様々な重要な要素により、これら業績予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。業績予想の前提条件その他の関連する事項については、 
    添付資料の３ページをご参照下さい。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期  188,240,256株 20年3月期  188,240,256株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期  9,147,605株 20年3月期  9,050,551株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期  179,141,253株 20年3月期第1四半期  183,427,107株
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【定性的情報・財務諸表等】

１． 連結経営成績に関する定性的情報
　(１) 全般的な営業の概況

　(２) 事業の種類別セグメントの概況
① 自動車機器事業

② 電子機器事業

　(３) 所在地別セグメントの概況
① 日本

② 北米

③ アジア･大洋州

　電子機器市場は、デジタルスチルカメラ（ＤＳＣ）やフラットパネルディスプレイ（ＦＰＤ）ＴＶ、ノート
ＰＣを中心に数量は伸長しているものの、商品の低価格化の進展により、金額ベースでは伸び悩んでいる状況
です。
　このような市場環境の中、当社グループの電子機器事業は、ノートＰＣ向けバックライト光源のＬＥＤ化が
引き続き進展し、ＬＥＤバックライトユニットは伸長しました。しかしながら、主に発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）やＣＣＦＬ（冷陰極型蛍光ランプ）等のデバイスが市場価格下落の影響を受け、またＤＳＣ向けなどのカ
メラ用ストロボも単価下落の影響を受けるなど、前年の水準を下回りました。
　なお、電子機器事業におきましては、今後、ＬＥＤやＣＣＦＬなどの新製品投入により、受注増を見込んで
おり、これらを着実に成果へと結びつける様、注力してまいります。
　これらの結果、電子機器事業の売上高は222億２千９百万円（前年同期比17.3％減）、営業利益は
29億８百万円（前年同期比27.4％減）となりました。

　当第１四半期の日本経済は、サブプライムローン問題に起因する米国経済の減速懸念や世界的な金融資本市
場の混乱、また、原油および原材料価格の高騰の影響を受け、停滞感が強まっております。
　一方、海外に目を向けますと、米国経済は、住宅市場の調整が続いていることに加え、原油価格の高騰等に
より個人消費が急減速するなど、一段と減速感を強めております。アジア各国の経済は、総じて、底堅く推移
しております。中国では、輸出の減速および四川大地震の影響等により、成長ペースは鈍化しているものの、
依然、２桁台の高成長を継続しております。欧州経済は、世界的な金融・資本市場や原油高、ユーロ高による
逆風が強まるなかでも、投資の回復と輸出の伸びにより、底堅さを維持しております。
　以上のような経済環境の下、当社グループでは、市場ニーズを的確に捉えた商品開発と「生産革新活動」に
よる生産性向上を柱に、効果を充分見極めた投資を実施し、利益拡大に努めてまいりましたが、売上高は減
収、営業利益、経常利益においても減益となりました。なお、四半期純利益は増益となりました。

　自動車の生産台数は、北米で減少、日本で横ばいとなったものの、欧州、アジア・大洋州や中国では増加し
たことにより、世界生産は総じて堅調に推移いたしました。
　このような市場環境の中、当社グループの自動車機器事業は、アダプティブフロントライティングシステム
（ＡＦＳ）やディスチャージヘッドランプ（ＨＩＤ）などの高付加価値製品が増えたことにより、売上高は増
加しました。また、二輪事業は、アジア・大洋州で増加したものの、国内、北米および欧州で低調に推移した
ことにより売上高は減少しました。ＡＰ事業におきましては、競争が一段と激化している市場環境の中、純正
や市販市場への積極的な新製品投入を図ってまいりましたものの、市販市場での価格下落圧力がさらに強まる
など、売上高は減少となりました。
　これらの結果、自動車機器事業の売上高は596億４千１百万円（前年同期比1.6％増）、営業利益は
72億９千３百万円（前年同期比14.5％増）となりました。

　日本におきましては、引き続き製造業の海外への生産移転による空洞化が懸念される中、国内自動車生産台
数は輸出に支えられほぼ横ばいとなりました。
　自動車機器事業におきましては、アダプティブフロントライティングシステム（ＡＦＳ）やディスチャージ
ヘッドランプ（ＨＩＤ）などの高付加価値製品が増えたことにより、売上高は増加いたしました。営業利益
は、「生産革新活動」による生産性の向上が寄与し増益となりました。
　また、電子機器事業におきましては、ノートＰＣ向けバックライト光源のＬＥＤ化が引き続き進展し、ＬＥ
Ｄバックライトユニットは伸長しましたが、ＬＥＤやＣＣＦＬなどのデバイス製品の価格下落の影響を受け、
前年の水準を下回りました。
　その結果、日本の売上高は448億８千８百万円（前年同期比4.1％減）、営業利益は48億８千２百万円（前年
同期比8.0％減）となりました。

　北米におきましては、サブプライムローン問題、原油および原材料価格の高騰等により米国自動車販売台数
が落ち込み、当社グループもその影響を受け、低調に推移いたしました。
　その結果、北米の売上高は121億４千８百万円（前年同期比23.2%減）、営業利益は９億３千２百万円（前年
同期比43.4％減）となりました。

　アジア・大洋州におきましては、主に二輪向け製品の受注が増加したものの、ＬＥＤなどの電子デバイス製
品の受注減により、総じて低調に推移いたしました。しかし、営業利益では、「生産革新活動」による生産性
の向上が寄与し増益を確保いたしました。
　その結果、アジア・大洋州の売上高は97億７千３百万円（前年同期比2.4％減）、営業利益は
18億１千６百万円（前年同期比5.1％増）となりました。
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④ 中国

⑤ その他の地域

２． 連結財政状態に関する定性的情報

３． 連結業績予想に関する定性的情報

４． その他
　(１) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

該当事項はありません。

　(２) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
該当事項はありません。

　(３) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
① 四半期財務諸表に関する会計基準及び四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針の適用

② 棚卸資産の評価に関する会計基準の適用

③ 連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱いの適用

　欧州におきましては、自動車機器製品は受注増により好調に推移したものの、電子デバイス製品および電子
応用製品が価格下落の影響を受けるなど、総じて低調に推移いたしました。
　その結果、その他の地域の売上高は49億６千２百万円（前年同期比12.3％減）、営業利益は
５億３千２百万円（前年同期比4.9％減）となりました。

　「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」(企業会計基準委員会　平成18
年５月17日　実務対応報告第18号)を当第１四半期連結会計期間から適用し、連結決算上必要な修正を行って
おります。
　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　現時点において業績予想の変更はありません。
　第１四半期の業績は、一部のセグメントにおいて厳しい状況にはありますが、今後、新製品の投入などによ
り受注増を見込んでおり、着実に成果へと結びつける様、注力してまいります。
　なお、当業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断した見通しであり、為替等
のリスクや不確実性を含んでおります。実際の業績は、様々な重要な要素により、これら業績予想とは大きく
異なる結果となり得ることをご承知おき下さい。

　「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14日 企業会計基準第12号)及び
「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成19年３月14日　企業会計基準適
用指針第14号)を当第１四半期連結会計期間から適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従
い四半期連結財務諸表を作成しております。

　「棚卸資産の評価に関する会計基準」(企業会計基準委員会　平成18年７月５日　企業会計基準第９号)を当
第１四半期連結会計期間から適用し、評価基準については、原価法から原価法(収益性の低下による簿価切下
げの方法)に変更しております。
　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　当第１四半期末における総資産は、前連結会計年度末に比べて115億７千２百万円増加し、3,373億７千万円
となりました。
　うち、流動資産が19億４千９百万円、有形固定資産が43億８千６百万円、投資その他の資産が
54億１千５百万円増加いたしました。主な内訳は、流動資産では、現金及び預金が51億９千４百万円、たな卸
資産が20億９千９百万円、有価証券が14億３百万円増加し、受取手形及び売掛金が65億８千３百万円減少いた
しました。有形固定資産では、建設仮勘定が33億４千万円、機械装置及び運搬具(純額)が12億６千万円増加い
たしました。投資その他の資産では、投資有価証券が51億１百万円増加いたしました。
　一方、負債は、７億６千６百万円減少しております。主な内訳は、支払手形及び買掛金が35億２千１百万
円、未払法人税等が納税等により31億８百万円減少し、未払費用が41億５千６百万円、長期の繰延税金負債が
21億９千９百万円増加いたしました。
  純資産の部は、利益剰余金が45億７千３百万円、為替換算調整勘定が39億３千７百万円、その他有価証券評
価差額金が29億１千４百万円増加いたしました。

　中国におきましては、引き続き、自動車向け製品および電子応用製品の受注増により好調に推移いたしまし
た。
　その結果、中国の売上高は101億３千２百万円（前年同期比38.1％増）、営業利益は20億１千２百万円（前
年同期比57.6％増）となりました。
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④ リース取引に関する会計基準等の早期適用

　(追加情報)
　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正((所得税法等の一部を改正する法律 平成20年４月30日 法律
第23号)及び(減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令　平成20年４月30日　財務省令第
32号))による法定耐用年数の短縮に伴い、当第１四半期連結会計期間から一部の機械装置等について、耐用年
数の短縮を行っております。
　なお、これによる損益に与える影響は軽微であります。

　「リース取引に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成５年６月17日 最終改正平成19年３月30日
企業会計基準第13号)及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会　平成６年１月18
日　最終改正平成19年３月30日　企業会計基準適用指針第16号)を当第１四半期連結会計期間から早期に適用
し、所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理から
通常の売買取引に係る方法に準じた会計処理に変更し、リース資産として計上しております。
　また、リース資産の減価償却の方法は、リース期間を耐用年数とし、残存価額をゼロとして算定する方法に
よっております。
　リース取引開始日が適用初年度前の所有権移転外ファイナンス・リース取引については、通常の賃貸借取引
に係る方法に準じた会計処理を引き続き採用しております。
　なお、これによる損益に与える影響はありません。
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５．四半期連結財務諸表

　(１)四半期連結貸借対照表

 (単位：百万円)

 資産の部

流動資産

現金及び預金 52,474 47,280

受取手形及び売掛金 69,134 75,717

有価証券 7,186 5,783

たな卸資産 20,454 18,355

繰延税金資産 1,747 2,726

その他 10,371 9,549

貸倒引当金 △ 39 △ 33

流動資産合計 161,328 159,379

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物(純額) 39,069 38,706

機械装置及び運搬具(純額) 37,936 36,676

工具、器具及び備品(純額) 16,713 17,330

土地 11,622 11,596

リース資産(純額) 14 －

建設仮勘定 14,046 10,706

有形固定資産合計 119,402 115,016

無形固定資産

のれん 103 113

その他 3,469 3,638

無形固定資産合計 3,572 3,751

投資その他の資産

投資有価証券 47,127 42,026

繰延税金資産 2,531 2,356

その他 3,409 3,269

貸倒引当金 △ 2 △ 2

投資その他の資産合計 53,066 47,651

固定資産合計 176,042 166,419

資産合計 337,370 325,798

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)
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 (単位：百万円)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 48,342 51,863

短期借入金 9,415 8,831

１年内償還予定の社債 10,000 10,000

リース債務 3 －

未払法人税等 3,254 6,362

繰延税金負債 3 2

賞与引当金 1,631 3,747

役員賞与引当金 77 238

その他 19,693 14,266

流動負債合計 92,422 95,312

固定負債

リース債務 11 －

繰延税金負債 3,766 1,567

退職給付引当金 22,209 22,246

役員退職慰労引当金 133 136

その他 2,972 3,019

固定負債合計 29,092 26,969

負債合計 121,515 122,281

 純資産の部

株主資本

資本金 30,514 30,514

資本剰余金 29,826 29,826

利益剰余金 149,741 145,168

自己株式 △ 18,924 △ 18,669

株主資本合計 191,157 186,839

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 16,351 13,437

為替換算調整勘定 △ 3,954 △ 7,891

評価・換算差額等合計 12,396 5,546

少数株主持分 12,301 11,130

純資産合計 215,855 203,516

 負債純資産合計 337,370 325,798

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)
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　(２)四半期連結損益計算書

　　(第１四半期連結累計期間)

（単位：百万円）

 売上高 81,905

 売上原価 62,085

 売上総利益 19,819

 販売費及び一般管理費 8,900

 営業利益 10,919

 営業外収益

受取利息 203

受取配当金 264

持分法による投資利益 256

受取ロイヤリティー 322

為替差益 557

雑収入 177

営業外収益合計 1,780

 営業外費用

支払利息 83

固定資産解体撤去費用 127

雑損失 228

営業外費用合計 440

 経常利益 12,260

 特別利益

固定資産売却益 4

特別利益合計 4

 特別損失

固定資産除却損 143

早期割増退職金 212

特別損失合計 355

 税金等調整前四半期純利益 11,908

 法人税等 4,063

 少数株主利益 967

 四半期純利益 6,876

    当第１四半期連結累計期間

    (自 平成20年４月１日

      至 平成20年６月30日)
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  (３)四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 11,908

減価償却費 6,065

貸倒引当金の増減額(△は減少) 5

賞与引当金の増減額(△は減少) △ 2,125

退職給付引当金の増減額(△は減少) △ 44

受取利息及び受取配当金 △ 467

支払利息 83

持分法による投資損益(△は益) △ 256

固定資産除売却損益(△は益) 139

売上債権の増減額(△は増加) 8,524

たな卸資産の増減額(△は増加) △ 1,470

仕入債務の増減額(△は減少) △ 5,063

その他 3,288

小計 20,588

利息及び配当金の受取額 505

利息の支払額 △ 177

法人税等の支払額 △ 5,877

営業活動によるキャッシュ・フロー 15,039

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 7,215

有形固定資産の売却による収入 158

無形固定資産の取得による支出 △ 229

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入 500

その他 △ 73

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 6,860

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) 212

自己株式の取得による支出 △ 255

配当金の支払額 △ 2,487

少数株主への配当金の支払額 △ 472

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 3,002

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,921

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 7,097

現金及び現金同等物の期首残高 51,525

現金及び現金同等物の四半期末残高 58,623

  至 平成20年６月30日)

(自 平成20年４月１日

当第１四半期連結累計期間
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  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適
用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を
作成しております。

(４) 継続企業の前提に関する注記
当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)
　該当事項はありません。

(５) セグメント情報
【事業の種類別セグメント情報】

当第1四半期連結累計期間　(自 平成20年４月１日　至 平成20年６月30日）

自動車機器
事業

電子機器
事業

その他
事業

計
消去

又は全社
連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 59,641 22,229 34 81,905 － 81,905

(2) 35 3,507 895 4,437 ( 4,437 ) －

計 59,676 25,736 929 86,343 ( 4,437 ) 81,905

営業利益 7,293 2,908 3 10,205 714 10,919

(注)１．事業区分の方法 …… 事業の種類別区分によっております。
　　２．各区分に属する主要な製品の名称
　　　　(1) 自動車機器事業……四輪照明製品、二輪照明製品、カーエレクトロニクス製品、
　　　　　　　　　　　　　　　アクセサリー＆パーツ製品
　　　　(2) 電子機器事業………コンポーネンツ製品、電子応用製品
　　　　(3) その他事業…………その他

【所在地別セグメント情報】
当第1四半期連結累計期間　(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

日本 北米
アジア

・大洋州
中国

その他
の地域

計
消去

又は全社
連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)
売上高

(1) 外部顧客に対する売上高 44,888 12,148 9,773 10,132 4,962 81,905 － 81,905

(2) 9,179 11 3,968 3,963 51 17,175 ( 17,175 ) －

計 54,067 12,160 13,742 14,095 5,014 99,080 ( 17,175 ) 81,905

営業利益 4,882 932 1,816 2,012 532 10,176 743 10,919

(注)１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
　　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

     　北米 …………………アメリカ
     　アジア・大洋州 ……タイ、台湾、ベトナム、インドネシア、インド、香港、韓国
     　中国 …………………中国
     　その他の地域 ………イギリス、フランス、ハンガリー、ドイツ

【海外売上高】
当第１四半期連結累計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)

北米
アジア

・大洋州
中国

その他の
地域

計

Ⅰ 海外売上高(百万円) 12,186 9,747 11,571 3,986

Ⅱ 連結売上高(百万円)

Ⅲ 14.9 11.9 14.1 4.9

(注)１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
２．各区分に属する主な国又は地域
  　北米 …………………アメリカ
　　アジア・大洋州 ……タイ、台湾、ベトナム、インドネシア、インド、韓国、香港
　  中国 …………………中国
  　その他の地域 ………イギリス、フランス、ハンガリー、ドイツ
３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

(６) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
当第１四半期連結会計期間(自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日)
　 該当事項はありません。

81,905

37,492

45.8

セグメント間の内部売上高
又は振替高

セグメント間の内部売上高
又は振替高

連結売上高に占める
海外売上高の割合
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【参考】

　 四半期連結損益計算書

　　     　（単位：百万円）

 売上高 85,629 81,905

 売上原価 65,075 62,085

 売上総利益 20,553 19,819

 販売費及び一般管理費 9,268 8,900

 営業利益 11,285 10,919

 営業外収益

受取利息 298 203

受取配当金 233 264

持分法による投資利益 304 256

受取ロイヤリティー 227 322

為替差益 186 557

雑収入 298 177

営業外収益合計 1,549 1,780

 営業外費用

支払利息 78 83

固定資産解体撤去費用 － 127

雑損失 407 228

営業外費用合計 485 440

 経常利益 12,349 12,260

 特別利益

固定資産売却益 14 4

投資有価証券売却益 7 －

特別利益合計 21 4

 特別損失

固定資産除却損 67 143

早期割増退職金 － 212

特別損失合計 67 355

 税金等調整前四半期純利益 12,304 11,908

 法人税等 4,728 4,063

 少数株主利益 854 967

 四半期純利益 6,720 6,876

前第１四半期連結累計期間

(自 平成19年４月１日 

 至 平成19年６月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日 

 至 平成20年６月30日)
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四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 12,304 11,908

減価償却費 5,493 6,065

貸倒引当金の増減額(△は減少) 4 5

賞与引当金の増減額(△は減少) 1,927 △ 2,125

退職給付引当金の増減額(△は減少) 138 △ 44

受取利息及び受取配当金 △ 531 △ 467

支払利息 78 83

持分法による投資損益(△は益) △ 304 △ 256

投資有価証券売却損益(△は益) △ 7 －

固定資産除売却損益(△は益) 52 139

売上債権の増減額(△は増加) 5,000 8,524

たな卸資産の増減額(△は増加) △ 971 △ 1,470

仕入債務の増減額(△は減少) △ 2,494 △ 5,063

その他 △ 2,857 3,288

小計 17,832 20,588

利息及び配当金の受取額 952 505

利息の支払額 △ 162 △ 177

法人税等の支払額 △ 6,312 △ 5,877

営業活動によるキャッシュ・フロー 12,310 15,039

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △ 6,921 △ 7,215

有形固定資産の売却による収入 300 158

無形固定資産の取得による支出 △ 199 △ 229

投資有価証券の取得による支出 △ 2,000 －

有価証券及び投資有価証券の売却及び償還による収入 13 500

関係会社株式の取得による支出 △ 1,723 －

その他 △ 68 △ 73

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 10,598 △ 6,860

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額(△は減少) △ 332 212

長期借入金の返済による支出 △ 1 －

自己株式の取得による支出 △ 7 △ 255

配当金の支払額 △ 2,384 △ 2,487

少数株主への配当金の支払額 △ 297 △ 472

その他 0 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 3,023 △ 3,002

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,609 1,921

現金及び現金同等物の増減額(△は減少) 297 7,097

現金及び現金同等物の期首残高 61,102 51,525

現金及び現金同等物の四半期末残高 61,399 58,623

  至 平成19年６月30日)

(自 平成19年４月１日

前第１四半期連結累計期間

  至 平成20年６月30日)

(自 平成20年４月１日

当第１四半期連結累計期間
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　【事業の種類別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間  (自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日)
自動車機器

事業
電子機器

事業
その他
事業

計
消去

又は全社
連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

(1) 58,716 26,887 25 85,629 －

(2) 39 3,231 854 4,124 ( 4,124 )

58,755 30,118 879 89,754 ( 4,124 )

6,368 4,008 △ 15 10,360 924
（注）１．事業区分の方法 …… 事業の種類別区分によっております。
　　　２．各区分に属する主要な製品の名称

　　 　(1) 自動車機器事業…… 四輪照明製品、二輪照明製品、 カーエレクトロニクス製品、アクセサリー＆パーツ製品
　　 　(2) 電子機器事業　…… コンポーネンツ製品、電子応用製品
　　 　(3) その他事業　　…… その他

　当第１四半期連結累計期間  (自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)
自動車機器

事業
電子機器

事業
その他
事業

計
消去

又は全社
連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

(1) 59,641 22,229 34 81,905 －

(2) 35 3,507 895 4,437 ( 4,437 )

59,676 25,736 929 86,343 ( 4,437 )

7,293 2,908 3 10,205 714
（注）１．事業区分の方法 …… 事業の種類別区分によっております。
　　　２．各区分に属する主要な製品の名称

　　 　(1) 自動車機器事業…… 四輪照明製品、二輪照明製品、カーエレクトロニクス製品、アクセサリー＆パーツ製品
　　 　(2) 電子機器事業　…… コンポーネンツ製品、電子応用製品
　　 　(3) その他事業　　…… その他

　【所在地別セグメント情報】

　前第１四半期連結累計期間  (自　平成19年４月１日　至　平成19年６月30日)

日本 北米
アジア

・大洋州
中国

その他の
地域

計 　
消去

又は全社
連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

(1) 46,815 15,807 10,010 7,337 － 85,629

(2) 10,185 5 5,372 4,114 ( 19,780 )
－

57,001 15,813 15,383 11,452 ( 19,780 ) 85,629

5,307 1,648 1,728 1,277 763 11,285

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
　　　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　　　北米  ……………… アメリカ
　　　　アジア・大洋州…… タイ、台湾、ベトナム、インドネシア、インド、香港、韓国
　　　　中国　……………… 中国
　　　　その他の地域　…… イギリス、フランス、ハンガリー、ドイツ

　当第１四半期連結累計期間  (自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

日本 北米
アジア

・大洋州
中国

その他
の地域

計
消去

又は全社
連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

(1) 44,888 12,148 9,773 10,132 － 81,905

(2) 9,179 11 3,968 3,963 ( 17,175 ) －

54,067 12,160 13,742 14,095 ( 17,175 ) 81,905

4,882 932 1,816 2,012 743 10,919
（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。
　　　２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

　　　　北米　……………… アメリカ
　　　　アジア・大洋州…… タイ、台湾、ベトナム、インドネシア、インド、香港、韓国
　　　　中国　……………… 中国
　　　　その他の地域　…… イギリス、フランス、ハンガリー、ドイツ

営業利益 532 10,176

セグメント間の内部売上高
又は振替高

51 17,175

計 5,014 99,080

売上高
外部顧客に対する売上高 4,962 81,905

営業利益 560

セグメント間の内部売上高
又は振替高

101

計 5,760

売上高

外部顧客に対する売上高 5,658

営業利益 10,919

セグメント間の内部売上高
又は振替高

計

81,905

－

81,905

営業利益又は営業損失(△) 11,285

外部顧客に対する売上高

売上高

計 85,629

売上高

外部顧客に対する売上高 85,629

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－

85,629

19,780

10,522

105,410
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